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観
峰
館
の
所
蔵
品
の
中
に
は
、
法
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
創
立
者
・
原
田
観
峰
が
蒐
集
し
た
書
道
教
育
資
料
で
あ
り
、
中
国
書
画

が
一
九
六
〇
年
代
後
半
よ
り
中
国
で
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
法

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
、
日
本
の
古
書
店
よ
り
購
入
し
た
も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
は
、
日
本
で
翻
刻
さ
れ
た
法
帖
も
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
本
朝
歴
代
群
書
法
帖
」
で
あ
る
。

本
朝
歴
代
群
書
法
帖
は
、『
国
書
総
目
録
』
を
調
べ
る
限
り（

（
（

、
国
立
国
会
図

書
館
（
本
集
巻
二
十
三
～
二
十
六
、
続
集
地
巻
・
巻
二
十
七
を
欠
本
と
す
る
合

計
五
十
四
帖
（、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
本
集
十
五
巻
、
続
集
三
十
五
巻

の
合
計
五
十
帖
（
の
二
箇
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
完
本
で
は
な

く
、
そ
の
全
容
は
未
だ
不
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
当
館
所
蔵
本
の
存
在
に
よ
り
、
そ
の
全
容
が
見
え
て
く
る
と
と
も
に
、

そ
の
特
色
が
明
ら
か
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
日
本
国
内
で
翻
刻
さ
れ
た
法
帖
に

関
す
る
研
究
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
観
峰
館
所
蔵
本
の
紹
介
と
共
に
、
こ
の
法
帖
に
収
載

さ
れ
た
書
家
及
び
作
品
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

一
、
観
峰
館
所
蔵
本
に
つ
い
て

観
峰
館
所
蔵
本
は
、
本
集
二
十
一
帖
（
五
十
八
巻
（、
続
集
三
十
七
帖
（
天

部
二
十
巻
・
地
部
四
十
五
巻
、
人
部
二
十
七
巻
（、
こ
れ
に
、
別
集
と
し
て
手

鑑
一
帖
（
三
巻
（、
そ
し
て
、「
本
朝
群
書
法
帖
」
の
外
題
を
持
つ
、
続
集
人
巻
・

巻
八
（
玉
置
喬
直
（
と
続
集
人
巻
・
巻
十
二
（
寺
沢
周
盈
（
の
二
帖
、
合
計
六

十
一
帖
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
基
本
情
報
を
提
示
す
る
。

【
資
料
番
号
】	

帖
―
集
―
０
８
０

【
資
料
名
】	

本
朝
歴
代
群
書
法
帖
・
本
朝
続
歴
代
群
書
法
帖
・
手
鑑
・
本
朝

群
書
法
帖
【
図
版
（
】

【
作
者
名
】	
湖
南
志
賀
喜	

輯
【
図
版
2
】

近
江
で
生
ま
れ
た
集
帖

―
観
峰
館
所
蔵
「
本
朝
歴
代
群
書
法
帖
」
に
つ
い
て
―

寺
　
前
　
公
　
基

【図版（】本集第一集　表紙
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【
備　
　

考
】	

こ
れ
以
外
に
、「
手
鑑
」
の
外
題
が
あ
る
、「
慶
安
手
鑑
」
一
冊

が
付
属
す
る
。

【
出
版
年
】	

明
和
九
年
（
一
七
七
二
（（「
明
和
九
壬
辰
年
新
刻（

2
（

」（

【
法　
　

量
】	

各
縦
二
八
・
〇
×
横
一
八
・
五
ｃ
ｍ

【
附
属
物
】	

函

【図版2】本集第一集　内題【図版3-（】本集第一集　序-（

【図版3-2】本集第一集　序-2
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と
に
ま
と
め
、
観
覧
の
手
助
け
と
す
る
。
②
、
正
編
（
本
集
（
二
十
一
帖
及
び

続
編
（
続
集
（
三
十
七
帖
は
、
書
の
巧
拙
を
以
て
編
輯
し
て
い
る
。
③
、
但
し
、

手
鑑
に
つ
い
て
は
、
書
の
巧
拙
に
拘
ら
ず
、
王
公
以
下
庶
人
に
至
る
ま
で
様
々

な
書
を
編
輯
し
て
い
る
、
と
あ
る
。

そ
し
て
、
出
版
に
つ
い
て
は
、
初
版
で
は
、
本
集
、
続
集
、
手
鑑
併
せ
て
五

十
九
帖
、
百
五
十
三
巻
で
あ
っ
た
が
、
端
本
二
帖
冒
頭
の
目
録
に
拠
る
と
、
当

初
は
、
群
類
部
（
芸
家
名
誉
の
人
の
書
、
二
十
六
巻
（
等
と
併
せ
て
、
二
百
巻

作
者
の
「
湖
南
志
賀
喜
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
明
和
九
年
六
月
の
関
松

窓
（
一
七
二
七
～
一
八
〇
一
、
名
は
修
齢
（
撰
に
よ
る
序
文
に
、「
淡
海
人
滋
賀
喜
、

後
先
購
二
古
今
名
人
真
蹟
墨
帖
一
旁
及
二
儒
先
之
書
一
、
無
レ
不
レ
苞
也
。
終
合
而

成
レ
書
得
二
一
百
五
十
許
巻
一
。
於
レ
是
悉
二
其
資
力
一
以
授
レ
梓
。」【
図
版
3
】

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
江
の
出
身
で
あ
る
志
賀
（
滋
賀
（
喜（

3
（

と
い
う
人
物
が
、

自
ら
私
財
を
投
じ
て
蒐
集
し
た
真
蹟
・
墨
帖
類
合
計
百
五
十
巻
ば
か
り
を
、
集

帖
と
し
て
出
版
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
観
峰
館
所
蔵
本
に
も
含
ま
れ
る
手
鑑
に
つ
い
て
『
国
書
総
目
録
』

に
拠
る
と
、
四
機
関
（
静
嘉
堂
文
庫
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
、
下
郷
文
庫
、

内
藤
き
ね
ん
薬
博
物
館
大
同
薬
室
文
庫
（
の
所
蔵
が
確
認
で
き
、
内
藤
き
ね
ん

薬
博
物
館
大
同
薬
室
文
庫
所
蔵
本
に
江
戸
の
書
肆
で
あ
る
奥
村
喜
兵
衛
版
の
存

在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
は
江
戸
の
書
肆
を
通
し
て
行
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

特
筆
す
べ
き
は
、
函
の
存
在
で
あ
り
、
蓋
の
両
面
に
は
墨
書
が
遺
さ
れ
て
い

る
。
函
蓋
表
書
に
は
「
群
書
法
帖
」
と
あ
り
、
裏
書
に
「
手
鑑
共
全
部
六
十
冊

／
明
和
九
壬
辰
年
十
月
／
村
田
氏
」
と
あ
る
【
図
版
4
】。
裏
書
の
「
手
鑑
と

共
に
全
部
六
十
冊
」
と
あ
る
の
は
、
現
状
六
十
一
冊
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
「
手
鑑
」
を
本
朝
歴

代
群
書
法
帖
と
は
異
な
る
「
慶
安
手
鑑
」
と
捉
え
、
ま
た
端
本
の
二
帖
を
、
後

に
追
加
さ
れ
た
と
解
し
て
理
解
し
て
お
き
た
い
。

二
、
編
輯
及
び
出
版
に
つ
い
て

次
に
、
編
輯
方
針
に
つ
い
て
は
、
凡
例
に
詳
し
い
【
図
版
5
】。
そ
れ
に
拠

る
と
、
①
、
天
皇
（
天
子
（
よ
り
庶
人
に
至
る
ま
で
分
類
し
、
年
代
ご
と
に
並

べ
る
。
但
し
、
流
派
な
ど
一
家
を
成
し
た
者
は
、
年
代
に
拘
ら
ず
、
そ
の
家
ご

【図版4】観峰館所蔵本　函蓋裏書【図版5】本集第一集　凡例
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と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
予
定
」
と
し
た
の
は
、
関
松
窓
の
序
文
に

あ
る
「
得
一
百
五
十
許
巻
」
と
所
蔵
本
と
の
巻
数
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
失
わ
れ
た
部
分
が
確
認
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
、
広
告
の
み
に
終
わ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
続
集
第
十
二
帖
地
部
巻
二
十
五
「
志
賀
登
龍
」
及
び
第
三
十
一
帖
人

部
巻
十
一
「
寺
沢
政
武
」
等
に
は
、「
右
墨
蹟
印
刻
」
で
始
ま
る
次
の
一
文
が

添
え
ら
れ
て
い
る
【
図
版
6
】。

右
墨
蹟
印
刻
已
完
装
、
船
於
二
大
阪
一
到
二
于
志
州
一
。
辛
卯
十
月
廿
九
日
夜
、

船
中
失
火
、
忽
為
二
煨
燼
一
。
未
レ
遑
二
輯
補
一
可
レ
惜
。

且
墨
蹟
不
レ
完
者
、
志
州
罹
災
之
後
、
壬
辰
正
月
廿
一
日
、
続
来
船
遭
二

風
於
豆
州
一
漂
二
流
洋
中
一
不
レ
知
二
到
処
一
。
故
不
二
完
備
一
已
無
二
元
本
一
、

可
レ
考
二
徒
亡
前
功
一
。

壬
辰
二
月
廿
九
日
都
下
大
火
、
剞
劂
氏
罹
災
又
喪
二
数
板
一
。
此
刻
遇
二
三

大
厄
一
。
故
有
レ
録
無
レ
書
者
往
々
有
焉
。
不
レ
堪
二
於
邑
一
欲
レ
尋
レ
図
、
後

挙
借
告
二
四
方
一
看
二
顧
君
子
一
。

右
の
墨
蹟
は
既
に
印
刻
が
完
成
し
て
お
り
、
船
で
大
阪
よ
り
志
州
（
三

重
（
へ
と
進
ん
で
い
た
。
明
和
八
年
十
月
二
十
九
日
の
夜
、
船
中
で
失
火

し
、（
墨
蹟
は
（
忽
ち
に
燃
え
尽
き
て
し
ま
っ
た
。（
出
版
ま
で
に
（
輯
補

す
る
時
間
も
な
く
、
残
念
で
あ
る
。

か
つ
墨
蹟
が
不
完
で
あ
る
の
は
、
翌
九
年
正
月
二
十
一
日
に
、
船
が
豆

州
（
伊
豆
（
付
近
で
遭
難
し
、
漂
流
し
て
行
方
知
ら
ず
と
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。
故
に
墨
蹟
は
完
備
せ
ず
、
ま
た
元
本
も
失
い
、
た
だ
徒
に
失
っ
た

先
人
の
功
績
の
こ
と
を
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

同
年
二
月
二
十
九
日
に
は
、
江
戸
が
大
火
に
遭
い
、
版
元
が
罹
災
し
、

数
枚
の
版
木
を
失
っ
た
。
こ
の
印
刻
は
三
つ
の
大
厄
に
遇
っ
た
の
で
あ
る
。

故
に
こ
こ
に
記
録
を
留
め
る
の
は
、
書
が
無
く
と
も
往
々
に
し
て
有
る
こ

【図版6】続集第十二集

【図版7】続集第十二集　志賀登龍（冒頭）
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と
と
同
じ
で
あ
る
。
憂
え
る
こ
と
な
く
そ
の
書
物
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、

後
の
行
動
は
世
間
に
広
ま
り
、
君
子
も
気
に
掛
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
の
著
者
の
記
録
は
、
志
賀
（
滋
賀
（
が
所
蔵
し
て
い
た
真
蹟
・
墨
蹟
を
大

阪
で
翻
刻
し
版
木
を
作
り
、
江
戸
の
書
肆
よ
り
販
売
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
書
肆
と
は
、
奥
村
喜
兵
衛
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
奥
村
喜

兵
衛
は
、
江
戸
で
太
保
堂
あ
る
い
は
大
簡
堂
と
い
う
書
肆
を
営
ん
で
い
た
と
い

う（
4
（

。
但
し
、
前
述
の
通
り
、
失
火
や
遭
難
に
よ
り
、
墨
蹟
ば
か
り
か
元
本
迄
も

失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
端
本
の
広
告
に
あ
る
二
百
巻
が
百
五
十
三

巻
と
な
っ
た
理
由
だ
と
想
定
さ
れ
る
。

確
か
に
、
続
集
第
十
二
集
地
部
巻
二
十
五
に
あ
る
志
賀
登
龍
の
書
は
、
草
書

千
字
文
の
臨
書
（
享
保
十
年
（
一
七
二
六
（
春
正
月
（
で
あ
る
が
、「（
海
（
鹹

河
淡　

鱗
潛
羽
翔
」
で
始
ま
り
、「
海
」
以
前
は
失
わ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
不

完
」
の
状
態
で
あ
る
【
図
版
7
】。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
出
版
を
決
行
し
た
理
由
は
不
詳
で
あ
る
が
、
各

帖
の
題
箋
の
刻
字
に
い
く
つ
か
誤
り
が
生
じ
て
い
る
（【
表
】
内
、
括
弧
及
び

備
考
参
照
（
こ
と
も
ふ
ま
え
る
と
、
明
和
九
年
秋
頃
に
出
版
す
る
こ
と
は
既
に

決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
出
版
は
急
務
の
状
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
内
容
に
つ
い
て

観
峰
館
所
蔵
本
の
構
成
は
、【
表
】
の
通
り
で
あ
る
。
本
集
に
関
し
て
は
、

関
松
窓
の
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
著
者
自
ら
購
入
し
た
「
古
今
名
人
」
の
真

蹟
墨
帖
を
元
に
翻
刻
し
た
た
め
、
中
に
は
、
後
世
、
藤
原
佐
理
筆
と
し
て
伝
わ
っ

た
「
和
漢
朗
詠
集
」（
正
編
第
十
一
集
（【
図
版
8
】
な
ど
、
現
在
で
は
真
蹟
と

判
断
さ
れ
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
碑
文
や
鐘
銘
が
多
い
こ
と
も
特

徴
で
あ
る
が
【
図
版
9
、
（0
】、
京
都
・
石
清
水
八
幡
宮
の
「
八
幡
宮
」
額
字

を
空
海
筆
と
す
る
な
ど
【
図
版
（（
】、
や
は
り
、
考
証
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
。

正
編
第
十
三
集
の
小
野
道
風
の
墨
帖
は
、
著
名
な
「
秋
萩
帖
」
で
あ
り
、
第

【図版8】正集第十一集　藤原佐理
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【図版9】正集第六帖　光明皇后

【図版（0】正集第二十帖　藤原佐理
「大山積大明神日本総鎮守」

【図版（（】正集第二十帖　「八幡宮」額字
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一
紙
よ
り
第
八
紙
の
途
中
ま
で
を
載
せ
て
い
る
【
図
版
（2
】。
現
在
で
は
、
諸

説
あ
る
も
の
の
、
第
一
紙
は
小
野
道
風
筆
、
第
二
紙
以
下
は
藤
原
行
成
筆
と
伝

わ
り
、
小
野
道
風
の
真
蹟
と
い
う
確
証
は
な
い（

5
（

。
当
館
に
は
、
文
化
十
四
年
（
一

八
一
七
（
松
崎
慊
堂
跋
を
有
す
る
井
上
清
風
刻
「
安
起
波
幾
帖
」
が
所
蔵
さ
れ

て
お
り（

6
（

、
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
た
め
、
個
人
で
入
手
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る（

7
（

。

続
集
第
一
帖
に
は
、
士
族
編
の
中
に
、
建
部
建
丈
こ
と
、
建
部
伝
内
の
書
を

載
せ
る
【
図
版
（3
】。
建
部
伝
内
（
？
～
一
五
九
〇
？
（
は
、
佐
々
木
六
角
義

賢
の
家
臣
で
、
箕
作
山
城
主
で
あ
っ
た
秀
治
（
源
八
郎
（
の
弟
。
義
賢
が
剃
髪

し
て
承
禎
と
な
る
と
、
こ
れ
に
従
っ
て
道
孤
と
号
し
た
。
京
都
東
山
の
天
台
宗

寺
院
で
あ
る
青
蓮
院
に
て
、
尊
鎮
法
親
王
に
御
家
流
書
法
を
学
び
、
独
自
の
書

法
で
あ
る
伝
内
流
（
或
は
建
部
流
（
を
立
て
た
。
佐
々
木
六
角
氏
の
没
落
後
は
、

建
部
郷
の
木
流
の
地
に
屋
敷
を
構
え
、
書
の
指
南
を
続
け
た
と
い
う
。
法
蓮
寺

（
東
近
江
市
五
個
荘
木
流
町
（
に
あ
る
五
輪
塔
は
、
伝
内
の
供
養
塔
と
伝
え
ら

【図版（3】続集第一帖　建部伝内書

【図版（2】正集第十三帖　小野道風書（冒頭）
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れ
て
お
り
、
元
屋
敷
址
と
伝
承
す
る
地
に
あ
っ
た
と
い
う（

8
（

。

建
部
伝
内
筆
と
伝
わ
る
作
品
は
、「
小
倉
百
人
一
首
」（
個
人
蔵
（、「
大
字
屏
風
」

（
近
江
八
幡
市
・
東
光
寺
所
蔵
（
等
が
あ
り
、
中
に
は
書
状
等
も
含
ま
れ
て
い

る
。「
本
朝
歴
代
群
書
法
帖
」
に
所
載
さ
れ
た
翻
刻
も
ま
た
書
状
の
一
部
で
あ
り
、

同
じ
近
江
所
縁
の
書
家
と
し
て
、
そ
の
書
が
翻
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

墨
帖
も
ま
た
、
真
筆
で
あ
る
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
伝
内
書
の
墨
帖
を
含
む

こ
と
に
、
編
纂
の
意
図
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
、
ま
と
め

以
上
、
観
峰
館
所
蔵
の
「
本
朝
歴
代
群
書
法
帖
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た

が
、
各
々
の
墨
帖
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
未
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
旧
蔵
者
の
「
村
田
氏
」
に
つ
い
て
は
、
端
本
の
続
集
第
三
十
二
帖
人

部
巻
十
二
（
寺
沢
周
盈
（
に
、
寺
沢
流
の
門
人
と
し
て
、
村
田
政
武
、
村
田
政
休
、

村
田
政
有
、
村
田
政
盈
の
墨
蹟
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
寺
沢
氏
の
墨
蹟
の
中
に
は
、

出
版
年
の
明
和
九
年
に
近
い
年
に
揮
毫
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
恐
ら
く
、『
本

朝
歴
代
群
書
法
帖
』
の
出
版
に
合
わ
せ
て
揮
毫
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
謝
礼
と
し
て
『
本
朝
歴
代
群
書
法
帖
』
を
手
に
し
た

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
著
者
の
志
賀
（
滋
賀
（
が
、
出
版
間
際

ま
で
墨
帖
を
編
輯
す
る
こ
と
に
並
々
な
ら
ぬ
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
を
知
り
得

る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
を
通
し
て
、
近
江
で
生
ま
れ
た
集
帖
の
存
在
を
広
く
認
知
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
方
の
批
正
を
乞
う
こ
と
を
願
い
、
本
稿
を
終
え
る

こ
と
と
し
た
い
。

〔
注
〕

（
（
（
国
書
総
目
録
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（https://base（.nijl.ac.jp/~tkoten/

（
を
参
照
。

（
2
（
正
編
第
十
七
集
、
続
編
第
二
十
六
集
、
同
第
二
十
八
集
の
内
題
に
記
載
が
あ
る
。

（
3
（「
滋
賀
喜
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
、
近
江
出
身
の
喜
○
○
と
い
う
名
前
の
人
物
の

略
称
と
考
え
ら
れ
る
。
姓
名
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
な
お
、
販
売
を
請
け
負
っ

た
書
肆
の
奥
村
喜
兵
衛
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
奥
村

喜
兵
衛
が
江
戸
で
代
々
書
肆
を
営
ん
で
い
る
こ
と
、
本
集
帖
が
大
阪
で
印
刻
さ
れ

た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
別
の
人
物
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。

（
4
（
鈴
木
久
美
「
江
戸
小
咄
本
の
板
元
と
編
者
を
め
ぐ
っ
て
―
奥
村
喜
兵
衛
と
青
木
宇

千
―
」（「
近
世
文
藝
」
七
十
三
、
二
〇
〇
一
年
（
参
照
。

（
5
（
東
京
国
立
博
物
館
『
和
様
の
書
』（
二
〇
一
三
年
（
図
録
、
作
品
№
39
解
説
参
照
。

（
6
（
観
峰
館
所
蔵
資
料
。
資
料
番
号
は
、
帖
―
単
―
０
１
１
。

（
7
（
鈴
木
淳
「
板
木
師
井
上
清
風
の
刻
業
」（「
近
世
文
藝
」
四
十
九
、
一
九
八
八
年
（
参
照
。

（
8
（
五
個
荘
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
五
個
荘
町
史
』
第
一
巻
、「
Ⅲ
、
中
世
の
五
個
荘
」

内
、
第
八
章
第
三
節
「
近
世
文
化
の
萌
芽
」（
石
丸
正
運
執
筆
（
参
照
。
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観峰館所蔵本『本朝歴代群書法帖』
集 外題 標題 巻 目録 補注及び詳細目録 備考

（ 本朝歴代群書法帖

凡例　目録 関修齢（松窓）　序文撰（明和壬辰六月）
巻之一 三輪明神額 実際は巻之二
巻之二 神代文字始 実際は巻之三
巻之四 本朝用秦文字始

2 本朝歴代群書法帖 天子　二

巻之五 太上天皇陵
巻之六 嵯峨天皇宸翰
巻之七 伏見院宸翰
巻之八 後伏見院宸翰
巻之九 後円融院宸翰
巻之十 後柏原院宸翰

3 本朝歴代群書法帖 親王　三 巻之十一 聖徳太子書
巻之十二 舎人親王書

4 本朝歴代群書法帖 親王　四 巻之十三 具平親王書 折本

5 本朝歴代群書法帖 法親王　五

巻之十四 尊円親王書
巻之十五 尊道親王書
巻之十六 尊応親王書
巻之十七 尊鎮親王書
巻之十八 尊朝親王書
巻之十九 尊純親王書
巻之二十 尊証親王書
巻之二十一 准三后道証書

6 本朝歴代群書法帖 仙院　六上 巻之二十二 光明皇后書 仏足石　大和国在薬師寺 折本
7 本朝歴代群書法帖 六下 巻之二十二 仏足石伝

8 本朝歴代群書法帖 執柄　七

巻之二十三 後京極殿良経公書
巻之二十四 近衛殿尚通公書
巻之二十五 近衛殿信君公書
巻之二十六 近衛殿信尋公書

9 本朝歴代群書法帖 大臣　八
巻之二十七 菅原道真公
巻之二十八 西三条殿実隆公書
巻之二十九 中院殿通村公書

（0 本朝歴代群書法帖
大臣　九 巻之三十 権大納言行成卿書

巻之三十一 飛鳥井殿栄雅書

中納言 巻之三十二 京極黄門定家卿書
巻之三十三 飛鳥井殿雅康卿書

（（ 本朝歴代群書法帖 参議　十 巻之三十四 藤原佐理卿書
二位 巻之三十五 世尊寺殿行能卿書

（2 本朝歴代群書法帖 四位　十一 巻之三十六 橘逸勢書 銅燈台銘
（3 本朝歴代群書法帖 四位　十二 巻之三十七 小野道風朝臣書

（4 本朝歴代群書法帖 五位　十三 巻之三十八 藤原朝臣敏行書 山城国高雄山鐘銘　橘朝臣広相詞　菅原朝臣
是善銘　藤原朝臣敏行書　于世曰三絶

巻之三十九 小堀遠州書 定家流
（5 本朝歴代群書法帖 釈家　十四 巻之四十 遍照空海書 楷書　草書

（6 本朝歴代群書法帖 釈家　十五

巻之四十一 和歌所法印尭孝書 権大僧都
巻之四十二 東福寺僧徹書記書 勅筆流
巻之四十三 釈素眼法師書
巻之四十四 松花堂惺惺翁書
巻之四十五 後滝本坊乗淳書 瀧本門人
巻之四十六 八幡山法幢坊書 同
巻之四十七 八幡山豊蔵坊書 同
巻之四十八 八幡山萩坊書 同
巻之四十九 薬師寺方正書 瀧本流乗因門人

（7 本朝歴代群書法帖 碑　十六 巻之五十 那須国造碑并伝 内題「明和九
壬辰年新刻」巻之五十一 威奈卿墓誌銘

（8 本朝歴代群書法帖 碑　十七 巻之五十二 多胡碑 在上野国多胡郡

（9 本朝歴代群書法帖 碑　十八 巻之五十三 壺之碑 奥州
巻之五十四 戯鴻堂法帖日本之書 於華朝称日本之書列戯鴻堂法帖

20 本朝歴代群書法帖 額　十九 巻之五十五 釈空海書

山城八幡額　和州南都額　山城嵯峨額　永出
　霊鷲山　巣照　大権　大小　一切経蔵　山
城大原額　円照文（門ヵ）字　松庵　善光寺
額　如覚　丹生　高野両大明神　長楽　春興
　南無十羅刹女　承明門

折本

2（ 本朝歴代群書法帖 二十
巻之五十六 小野道風朝臣書 摂州山崎額　山城愛宕額　朗照　天王寺額 折本、目録よ

り「額二十」
を指す

巻之五十七 参議佐理卿書 大山　積大明神　日本惣鎮守
巻之五十八 権大納言行成卿書 摂州山崎（八幡ヵ）額



4（ 近江で生まれた集帖

集 外題 標題 巻 目録 補注及び詳細目録 備考

（ 本朝歴代続群書法帖 天　続
士族

巻之一 荒木素伯書 上代流
巻之二 本阿弥光悦書
巻之三 角倉素庵書 称角倉流
巻之四 鳥飼宗慶書 称鳥飼流
巻之五 飯尾常房書 鳥飼流
巻之六 車屋宗 書 同
巻之七 鳥飼宗順書 同
巻之八 藤木甲斐書
巻之九 建部建丈書 称伝内流

2 本朝歴代続群書法帖 天　続二
士族

巻之十 中村休悦書 瀧木（本ヵ）門人
巻之十一 平野仲庵書 瀧本門人
巻之十二 岡本喜童書 同
巻之十三 中津朝睡書 同
巻之十四 藤田有閑書 同
巻之十五 藤田乗因書 瀧本流有閑男
巻之十六 藤田乗貞書 同流乗因男
巻之十七 山路道輔書 瀧本流

3 本朝歴代続群書法帖 天　続三
連歌師

巻之十八 自然斎宗祇書 称宗祇流
巻之十九 牡丹花肖柏書 称堺流
巻之二十尾 一夜庵宗鑑書 称宗鑑流

4 本朝歴代続群書法帖 地　続四

巻之一 佐々木志津麿書 称志津麿流
巻之二 東竹堂書 志津麿門人
巻之三 荒木是水書 同門人
巻之四 寺井養拙書 同門人称養拙流

5 本朝歴代続群書法帖 地　続五六
巻之五 観荷宗貞書
巻之六 田中宗堅書
巻之七 岡林竹書

6 本朝歴代続群書法帖 地　続七

巻之八 三国筆海堂書
巻之九 林道策（栄ヵ）書
巻之十 欧陽其明書
巻之十一 欧陽玄明書 其明男

7 本朝歴代続群書法帖 地　続八

巻之十二 深見玄岱書
巻之十三 高頥斎書
巻之十四 沢田東江書 頥斎門人
巻之十五 服遅斎書 同

8 本朝歴代続群書法帖 地　続九 巻之十六 井出正水書 昔賢帖

9 本朝歴代続群書法帖 地　続十
巻之十七 赤井得水書 井正水門人
巻之十八 ○○畊水書 得水門人
巻之十九 鈴木周水書 同

（0
本朝歴代続群書法帖 地　続十一

巻之二十 佐々木玄龍書
巻之二十一 佐々木文山書 玄龍弟
巻之二十二 ○○竹龍書 玄龍門人
巻之二十三 ○○文国（場?）書 文山門人
巻之二十四 久慈文真書 文山門人

（（ 本朝歴代続群書法帖 地　続十二 巻之二十五 志賀登龍書 末尾に失火・
遭難の記録有り

巻之二十六 泉必東書
（2 本朝歴代続群書法帖 地　続十三 巻之二十七 北嶋雪山書
（3 本朝歴代続群書法帖 地　続十四 巻之二十八 細井広沢書

（4 本朝歴代続群書法帖 地　続十五
巻之二十九 細井九皐書 広沢男
巻之三十 関思恭書 広沢門人
巻之三十一 三井親和書 同

（5 本朝歴代続群書法帖 地　続十六 巻之三十二 矢野玉洲書 広沢門人
（6 本朝歴代続群書法帖 地　続十七 巻之三十三 倉片龍沢書 広沢流　武蔵国入間郡山口観音大士廟碑
（7 本朝歴代続群書法帖 地　続十八 巻三十四 西原竹渓書 広沢流　覧古詩
（8 本朝歴代続群書法帖 地　続十九 巻之三十五 葛鳥石書 徂徠先生墓碑
（9 本朝歴代続群書法帖 地　続二十 巻之三十六 源師道書 鳥石門人
20 本朝歴代続群書法帖 地　続二十一 巻之三十七 河保寿書 鳥石門人
2（ 本朝歴代続群書法帖 地　続二十二 巻之三十八 平狼渓書 鳥石門人
22 本朝歴代続群書法帖 地　続二十三 巻之三十九 田上山書 鳥石門人
23 本朝歴代続群書法帖 地　続二十四 巻之四十 竹岡滕信書 鳥石門人

24 本朝歴代続群書法帖 地　続二十五 巻之四十一 飯田百川書 称百川流
巻之四十二 飯田䂓（規ヵ）丈書 百川男

25 本朝歴代続群書法帖 地　続二十六 巻之四十三 伊藤匡山書
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集 外題 標題 巻 目録 補注及び詳細目録 備考

26 本朝歴代続群書法帖 釈家
続二十七

巻之四十四 釈南谷書 内題「明和九
壬辰年新刻」巻之四十五尾 釈魯山書

27 本朝歴代続群書法帖 人　続二十八 巻之一 大橋重政書 称大橋流
巻之二 篠田行休書 大橋流

28 本朝歴代続群書法帖 人　続二十九 巻之三 篠田明浦書 内題「明和九
壬辰年新刻」

29 本朝歴代続群書法帖 人　続三十

巻之四 堀流水軒書 称堀流
巻之五 首藤魏山書 称首藤流
巻之六 本目政辰書 称本目流
巻之七 鈴木正真書 称臨池流

30 本朝歴代続群書法帖 人　続三十一

巻之八 玉置喬直書 称玉置流
巻之九 玉置栄長書 玉置門人
巻之十 寺沢政辰書 寺沢流

巻之十一 寺沢政武書 政辰男 末尾に失火・
遭難の記録有り

3（ 本朝歴代続群書法帖 人　続三十二 巻之十二 寺沢周盈書 寺沢政辰門人

32 本朝歴代続群書法帖 人　続三十三
巻之十三 神西幸博書 称神西流
巻之十四 石川柏山書 称石川流
巻之十五 荒木容水書 称荒木流

33 本朝歴代続群書法帖 人　続三十四
巻之十六 馬場春水書 称馬場流
巻之十七 馬場東水書 春水男
巻之十八 馬場政常書 東水男

34 本朝歴代続群書法帖 人　続三十五 巻之十九 長雄耕雲書 称長雄流
巻之二十 船田耕山書 耕雲門人

35 本朝歴代続群書法帖 人　続三十六 巻之二十一 佐藤対雲書 耕雲門人
36 本朝歴代続群書法帖 人　続三十七 巻之二十二 尾崎敬考書 称尾崎流

58 本朝歴代続群書法帖 人　続三十八尾

巻之二十三 小野於通書 称於通流
巻之二十四 沢田於吉書 称於吉流
巻之二十五 長谷川妙貞書 称長谷川流
巻之二十六 春名須麿（磨ヵ）書 称須麿（磨ヵ）流
巻之二十七尾 鈴木幸書

（ 手鑑　釈家
儒家　医家 別集

巻第一 釈家手鑑 西行法師　道元法師　鉄牛法師　運敞　大潮
　万菴　東湖　白隠和尚

目録に「本朝
群 書 手 鑑 別
帖」と有り巻第二 儒家手鑑

藤原惺窩　松永昌三　伊藤宗恕　伊藤宗茂　
石川大山　那波木菴　石川丈山　野間隺山　
林道春　林鵞峰　林春信　林 （林鳳岡ヵ）
　林春徳　竹洞（人見竹洞）　山崎闇斎　浅
見安正　三宅尚斎　木下順菴　新井白石　室
鳩巣　榊原玄輔　祇園正卿　三宅緝明　雨森
伯陽　宇都宮由昫　藤井懶斎　中村愓斎　石
川正恒　中江藤樹　三輪執斎　毛利貞斎　毛
利瑚珣　鳥輔寛　鳥山輔忠　入江若水　伊藤
仁斎　伊藤長胤　伊藤長英　伊藤長衡　伊藤
長準　伊藤長堅　伊藤東所　北村可昌　奥田
士享　瀬尾維賢　貝原篤信（益軒）　貝原好
古　高遊外（売茶翁）　井河五一　荻生徂徠
　勝東壁（安藤東野）　太宰春台　山縣周南
　服元喬（服部南郭）　石之清　平玄中（平
野金華）　三浦衛興　根遜志（根本武夷）　高
蘭亭（高野蘭亭）　倉世　入江南溟　服惟恭

（服部惟恭）　東藍田（伊東藍田）　渡辺友節
　梁田蛻岩　笠原龍鱗　屈正超（堀景山）　
岡島冠山　筑波石猗　管弘嗣　土昌英（土屋
藍洲）　柳里恭（柳沢淇園）　宇鍳（宇野士朗）
　宇鼎（宇野明霞）　井蘭台（井上蘭台）　秋
山玉山　鳴鳳卿（成島錦江）　劉宣義　五井
純禎　木実聞（木下蘭皐）　秋山冨南　岡八

（白ヵ）駒　桐江忠　龍公美（龍草盧）

巻第三 医家手鑑
甲斐徳本　岡本一抱子　中山三柳　和気伯雄
甫　寺嶋良安　松岡玄達（松岡恕庵）　香川
太仲

（ 本朝群書法帖 （人　続三十一　巻之八と同内容） 玉置喬直 冒頭に目録有り

2 本朝群書法帖 （人　続三十二　巻之十二と同内容）
寺沢周盈　寺沢周朝　村田政武　村田政休　
村田政有　村田政賢　岡村栄鍾　秋山嘉成　
村田政盈

冒頭に目録有り

【凡例】
（、この表は、観峰館所蔵本に基づき、作成したものである。
2、標題、巻数、目録、補注及び詳細目録は、所蔵本の記載に沿って記した。
3、表中の（　）は、筆者が補足・修正した部分である。


